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1. はじめに
接辞「一 くさい」（以下、「一くさい」と表記する）は、 名詞や動詞巡用形、 形容詞語幹、
形容動詞栢幹などについて形容詞を形成する。 まず、 現代語の例を数例挙げてみたい。
（）） ドドド ー ンツ1 となりの大木がまっぷたつにさけてこげ上主止o
（速水彩「青いプリンク」 1990く平成2>)
(2) 感謝されたりすると、 照れふ主止o
（矢野徹／高橋敏也「多元宇宙バトル・フィールド」 1990く平成2>)
(3) 東洋医学は、 虚と実とか陰と陽とかといって、 ちょっと古上主込o
（春山茂雄「脳内革命」1996く平成8>)
(4) 正直言って、「癒し」プームというのは胡散是と。
（「産経新聞」 1998.6.21く平成10>)
(IX2)は動詞連用形接続、(3)は形容詞語幹接続、(4)は形容動詞語幹接続の例である。
意味についてみると、(I)は「（熱げた）不快なにおいがする」ことを示す。 一方、(2)-(4)
はにおいとは関係なく、 人の感情や性格、 ものの性質などを示す。また、(4)の「うさんくさ
い」は、特に「疑わしい、 信用できない」といった意味を有する。 これらの「一 くさい」は、
においの有無や、「疑い」の意を有するか否かといった細かな差異は見られるものの、 一般
に形容詞として用いられている。
これに対し、 上記とは意味・用法が異なる「ーくさい」が存する。 以下の例を見られたい。
(5) 「いや、 有稲ガスを出す物がなかったのが幸いですよ。 一番怖いのは煙だ。 しかし、
こいつはどうも不審火ふ主止ですな」
「と言いますと……」
「火の気の全くない所でしょう。 よく調べてみなくては分からないが、 放火という疑
とは当然起こります」
「放火l」
伸子は9亜然とした。 （赤川次郎「女社長に乾杯l」 1982く昭和57>)
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この例からは、「ある人物が原因不明の出火について考えを巡らせており、 この出火を不
審火だと判断している」ことが読み取れると思われる。 また、 後文脈（波線部）を読むこと
で、「不審火に違いない」という断定的な判断ではなく、「どうやら不審火のようだ」という
程度の蓋然的な判断であることがうかがえる。
ところで、辞典における「ーくさい」の意味・用法は、 以下のように記述される。
田そんなにおいがする。 そんなにおいを感じる。四そのような傾向がある。 そんなふう
に思える。 それに似ている。 らしい。
（「日本国語大辞典 第二版」2001年 小学館）
これを踏まえると、 (5)のような「～くさい」は、 話者の「そんなふうに思える」という判
断を示しているのではないかと考えられる。 こうした例が認められることは先行研究でも既
に指摘されているが、 実例に基づく検討や意味・用法の成立については、 なお考察の余地が
残されているように思われる。
本稿の目的は、 (5)のような「一くさい」の意味・用法について通時的に検討し、 いつ頃か
らどのようにして見られるようになったのかを明らかにすることにある。
2. 先行研究
まず、 山下(1995)は「一くさい」の意味・用法を(a)「Nのにおいがして不快な感じが
する状態であること」 (b) 「そのようなにおいから連想される状態や性痰を対象がもってい
る」(c)「結合する名詞がもっている特徴や性格がはっきり外に表れている状態」(d) 「疑わ
しい． 怪しい」に4分類されており、（d)について以下の通り記述されている（用例中の下
線は山下(1995)による）。
また自立語としての「くさい」には．「あの男がくさい」など「くさい」が(d)「疑
わしい， 怪しい」の意味で用いら れることがあるが． 接尾辞「くさい」においても
<9><10>の用例が示すように同様の意味を表す場合がある。
<9> 惑法を紫直に読めば． 自衛隊はどうも憲法述反くさい。（新聞）
<10> 総選挙を計算に入れた保守党の戦術くさい。（新聞）
ここに挙げられる例は、 いずれも1994年の朝日新聞によるものとある。 まず、 <9>は、 新
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lltl記事を昏いた節者が「自衛隊はどうも惑法逃反に思える」と判断していると直感的に読み
取れる。<10>は、何について判断しているのか不明だが、「（保守党がしていることに対して）
総選挙を計算に入れた保守党の戦術のように思える」と書き手が判断していると推測される。
(d)の意味・用法は、「日本国語大辞典 第二版』で「そんなふうに思える」と記述され
るものに近いのではないかと思われる。
山下(1995)は、現代語研究の観点から「一ぼい」・「一らしい」「一くさい」という3つの
接辞の意味・用法を比較検討しており、<9><10>のような例に対する詳細な言及は割愛さ
れている。形容詞性接辞の意味・変化を明らかにするうえでは、こういった例が通時的にど
の程度見つかるのか、いつ頃から見つかるのかといった点についても ． 調査する余地がある
のではないかと考える。
また、「一くさい」の通時的な研究、殊に意味・用法の分類は、池上(2013)に詳しい。
池上(2013)は、古代から近世にかけて膨大な数の用例を検討されており、「一くさい」の
意味・用法を次の通り分類されている。
名称 上接成分 ークサシの意味
（物質の変化を表す）
Aクサシ 勁飼の連用形 〈～の不快なにおいがする〉
具体1 物の名前
B クサシ 名詞 抽象 l身分・立場・場所
〈～の不快なにおい＋雰囲気がする〉
Cクサシ
形容勁詞栢幹 〈～の不快な雰囲気がする〉
形容詞語幹
A'クサシ 形容詞旨シ 栢幹 〈～の におい がする〉
B'クサシ 動詞 照レル 連用形 〈～の 雰囲気がする〉
文末外接形式 句 〈～の不快な 雰囲気がする〉
また、「一くさい」の変遷について、次のように述べられている。
A クサシ（具体名詞） →Bクサシ→A クサシ（動詞連用形）． Cクサシ（形容詞語幹）
→Cクサシ（抽象名詞・形容動詞語幹）の顛に発達してきた。これを、ークサシの表す
意味の広がりとして捉え直すと、（におい〉→ （におい＋雰囲気〉ー〈雰囲気）となり、
嗅党表現としてのークサシと、一見嗅覚表現らしからぬ表現としてのークサシとが、連
続することを確認できる。そして、その連税性を成立せしめたのは、ー語で具体＋抽象
を表し得る名詞を上接する、 Bクサシの発生であったと言えよう。
最後に挙げられている「文末外接形式」については、Aクサシ～B＇クサシとは用法を異に
するもので、近代（大正）に登楊するとされ、
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上接句の表す事痕に対する話者の推派を表し、 助動詞のように機能する。 そして、 ー
クサシの基本的な意味と同様に、 上接する句への主観的なマイナス評価が付随する。
とされる。 句に接続する「一くさい」が「事態に対する話者の推最を表し、 助動詞のように
機能する」とのご指摘は、概ね首肯されるものである。
一方で、 推批の例が見られる経綿については、 更に実例を提示し検討していく必要がある
ょうに恩われる。 たとえば、 1節 (5)の例のように、 名詞に接続して推飛を示す例も見られる
が、 池上(2013)ではそういった例について詳しく触れられていない。
以上のことから、特に明治期や大正期といった近現代において、 推最を示す例がどのよう
に見られるかについては、 先行研究でも充分に触れられていない部分があり、 検討の余地が
残されていると考えられる。5節で、 特に近現代における「一くさい」の例を検討し、 推量
に焦点を当て意味・用法を明らかにしていきたい。
3. 用例
「一くさい」の用例は、 以下の資料から採取した。各資料から得られる用例の年代は、 括
弧内に記す。
［コ ー パス資科】
「新潮文血の100冊」（明治期・大正期・昭和期） ／「明治の文豪」（明治期・大正期） ／「大
正の文豪J （大正期） ／「雑誌 太陽」（明治期・大正期）
「産経新聞J「読売新聞」(1997-1998年）「中日新聞社説」(1997年3月、1998年）「日経新冊
社説」(1997年1月、1998年）
［インターネット】
•―神戸大学附属図書館デジタルア ー カイプ新聞記事文庫」（明治期・大正期・昭和期）
http:/ /www.Jib.kobe-u.ac.jp/da/ 
青空文庫」（朋治期・大正期・昭和期）http://www.aozora.gr.jpl
―国会会議議事録検索システム」（昭和22•34年）http://kokkai.ndl.go.jp/ 
-KOTONOHA現代書き言薬均衡コ ーパス 少納言」（昭和期・平成期）
http://www.kotonoha.gr.jp/shonagon/ 
［その他苔絣）
吉田修一 「春、 バー ニ ー ズで」文薮春秋 2004年／山本幸久「男は敵、 女はもっと敵」株
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式会社マガジンハウス 2切6年／米澤穂信「インシテミル」文駿春秋 2007年／有川 浩
「
塩
の街jアスキ ー ・ メデイアワ ー クス 2007年／綿矢りさ「勝手にふるえてろ」文藝春秋
2010年／越谷オサム「陽だまりの彼女」新潮社 2008年
［辞典）
「日本国語大辞典 第二版」小学館国語辞典絹集部絹 小学館 2001年
「江戸語大辞典 新装版J前田勇環 講談社2003年
以上の資料から採取したところ、 用例数は【表1】の通りとなった。なお、昭和前期は戦
前(1945年以前）、 昭和後期は戦後(1946年以降）を指す。
【表1]
戸 明治期304 大正期592 昭和前期492 昭和後期637 
碧
合計
紐l
また、 上記3041例を、「一くさい」の上接部（主に品詞）によって分類すると、 以下のよ
うになる。 用例数は述べ語数で示し、括弧内に異なり語数を示す。
［表2)上接部
名詞 動因 形容詞 形容動詞 語幹 句 合計連用形 語幹 語幹
近 世
104 4 12 8 ゜ ゜ 128 
(38) (3) (5} (4) (0) (0) (50) 
明 治 期 • (177
2
0) 
3 27 102 ゜ ゜
(1) (3) (15) (0) (0) (89) 
大 正 期
,. 325·.·. 2 58 205 1 1 592 
(103). (2) (4) (10) (1) (1) (121) 
昭和前期 263 27 
42 160 ゜ ゜ 492 
(111) (3) (3) (9) (0) (0) (126) 
昭和後期 313 61 51 209 
l 2 6'57 
(94) (3) (3) (9) (1) (2) (112) 
平 成
435 95 96 261 ゜ 1 
(78) (2) (2) (12) (0) (l) (95) 
［表2】によると、「一くさい」は、 主に名詞に接続する接辞であり、 特に網掛け部分に示
す通り、 明治期から昭和前期頃まで強い造語力を誇っていたと推測される。
名詞接続の「一くさい」は、「水くさい． 汗くさい． 埃くさい」など多々あり、述べ語数・
異なり語数を見ても明らかに多い。動詞連用形接綬は、「熱げくさい． 照れくさい」に固定
される傾向にある。形容詞語幹接萩には、「古くさい． 背くさい」などがある。形容動詞語
幹接統は、「面倒くさい． けちくさい． 貧乏くさい」などがある。また、「まどろくさい． け
ったくさい」は栢幹接続とした。
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また、 活用形ごとに分類すると、（表3]のようになる。
［表3]活用形（下段括弧内は各年代における割合）
未然形 1 連用形 終止形 巡体形 已然形 過去形 語幹 名詞 合計ー舛加 _,サク ・クサイ ークサイ •9サケレ ークサカッ ークサ ーク"
近 世 3 
11 49 62 ゜ 2 1 ゜ 128 
(2.3} (8.6) (38.3) (48.4) (0) (1.6) (0.8) (0) (100) 
明治期
4 47 71 173 ゜ 2 6 1 3D4 
(1.3) 05.4) (23.4) (56.9) (0) (0.7) (2.0) (0.3) (100) 
大正期 2 
95 73 389 l 7 17 8 592 
(0.3) (16.0) (12.3) (65.7) (0.2) (1.2) (2.9) (1.4) (100) 
昭和前期
1 76 77 296 ゜ 8 21 13 492 
(0.2) (15.4) (15.7) (602) (0) (1.6) (4.3) (2.6) (100) 
昭和後期
1 77 99 326 ゜ 13 70 51 637 
(0.2) (1 2. I) 05.5) (51.2) (0) (2.0) (11.0) (8.0) (100) 
平 成
゜ 117 184 447 ゜ 20 60 60 888 
(0) (13.2) (20.7) (50.3) (0) (2.2) (6.8} (6.8) (100) 
近世は終止形の割合が高く連体形の割合が低いなど他の年代とは異なる様相を呈し、 別に
検討しなければならないように思われる。
明治期以降は、 割合が減少する傾向にあるのが未然形と巡用形で、 反対に増加傾向にある
のが過去形と語幹で用いられる例（～くさそう）、 名詞（～くささ）である。 一方｀ 増加や
減少といった傾向を見出せないのが終止形と述体形である。終止形は近世と明治期の割合は
高いが一旦減少し、 その後、 平成では増加する。 追体形は大正期までは増加傾向にあるが、
その後減少していく。
［表2l［表3lをあわせて見ると、「一くさい」の造語力が高く、句に接続する例も見られ
るようになるのは、 大正期である。池上(2013)でも、 同時期に「一くさい」が推批用法を
獲得していることが指摘されている。
l ffl例は以下の通り。
•いづれ由柑ある人の果てと。 淵瀬の以前知らぬ人も気の磁がり、水長企上ぬ隣の細君、
（済水紫琴「野路の菊」1896＜明治29>)
．何にも御馳走をしない人に、仮い勤が葱公立ゑ．うが、干鱈の紐維が挟って居そうであろうが、お栂枝を、と
云うは無礼に当る。 （泉鏡花「婦系図」1908＜明治41>)
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4. 「一 くさい」の意味・用法と分類
先行研究をなぞる部分が大きいが、現代語の「一くさい」を中心として、 意味・用法を分
類する。
4-1. 判断の根拠
「くさい」の原義が「（不快な）においがする」ことを示すことからも明らか な通り、「 一
くさい」の例は、 嗅覚を判断の根拠とするものと、 そうでないものとに大きく二分される。
(6) Iにおいがすることを示す例l
岡田は大きくうなずくと顔をよせ、 よせたわりには大きな声で強調した。息がまだ酒
平o （吉松安弘「東条英機暗殺の夏」1989＜平成元＞）
(7) 【においがすることを示さない例l
彼の映画に関して、藍子はあまりいい印象はない。 つくった人間の生真面目さが表面
化しており、 説教上主止。 これでは若い客は呼べないと危惧している。
（山本幸久「男は敵、女はもっと敵」 2006＜平成18>)
(6)は、 話者が嗅党で判断しており、 典型的な「（不快な）においがする」ことを示す例で
ある。 これに対し(7)は、嗅党以外の知覚や、 話者（藍子）のこれまでの映画を見てきた経験
などが判断の根拠となっていると考えられる。 両例の判断の根拠ならびに意味は大きく異な
るが、(7)でも後文脈に「これでは若い客は呼べないと危惧している。」とある通り、 どちら
もマイナスの印象を伴う例である点は共通している。
なお、(5)に挙げた「不審火くさい」など話者の盗然的な判断を示す例でも、 マイナスの印
象を伴うものがほとんどである。 たとえば、 以下のような例である。
(8) ロシアは8日、 北極海で臨界前核実験を行った。米国は当初、9日にネバダ地下核実験
で臨界前核実験をする予定だったが｀ 都合で11日に延ばした。 どうも談合ふき_I,,_'_...米
国の臨界前核実験は5回目。 （「毎日新聞」 1998.12.13＜平成10>)
ここでは、 話者が「都合」を「談合」という望ましくない出来事であると壺然的に判断し
ていると考えられる。 このような例からも、「一くさい」がプラスの事態について用いられ
にくいことがうかがわれる。
4-2. 「一くさい」の示し得る時間の範囲
「 一 くさい」は、 用いられる対象や状況によって、「短期間のにおいや状態」を示す場合と
「恒常的な性質（性質がにおいである場合も含む）」を示す場合がある。 例として「照れ＜
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さい」を取り上げる。
(9) 中堂は黙って、 奈月の前に座り、 手を取った。
「な、 何だよ。 照れ是止じゃん」
キスでもされると思ったのか奈月は顔を軽く背けた。
（藤田宜永「タイ＊されたし度胸なし」1988＜昭和63>)
(l0) このロケは、 静岡県の一碧湖で行われ、 萩原は「恋愛ドラマはテレふ至止けど、 心理
がしつかりと描かれたものならたまにはいいなぁ」といってニッコリ。
（「毎日新聞」1997.4.28＜平成9>)
「照れくさい」は、気恥ずかしい感情を示す。(9)は一時的な状態を示し、(lO)は「恋愛ドラマ」
は常に照れくさいものであることを示すと考えられる。
また、(9)のように行為や出来事について「一くさい」を用いる場合、 その形容は1回的で
あるといえる。 たとえば、 以下のような例である。
(11) 「 いま一 度、 くわしく言ってくれ。 そなた、 将軍家に縁故のある身じゃと？」
「そのことはいずれ世上にわかりましょう。 いまは残念ながら申せませぬ」
「これこれ水ふ主込。左様に言わずと、 いまの話、 もう一度聞かせてくれい」
（司馬遼太郎「国盗物語」1963-1966く昭和38-41>)
(12) 突立って窓を見上げているふたりを、 サーペルを下げた巡査がうさん是土立な眼で見
て通っていた。 （新田次郎「孤高の人」1969く昭和44>)
03) 階下まで蒲団をとりに行くのが面倒くさかったので、 パジャマの上からトレー ニング
シャツを着て急場をしのいだ。 （台野綾子「太郎物語 高校編J 1973＜昭和48>)
(11)~U3)のような例は、 その場1回限りで「一くさい」が用いられている。特にここに挙げ
た「面倒くさい」や「水くさいJ「 うさんくさい」などは、1回的な出来事を経て物事の性質
や性格を示す傾向が顕著であるように思われる。
そして、 話者がある人や出来事に対して「XはYの可能性がある」と判断する場合、 基本
的に判断の湯面は1回的であると考えられる。
(l4)教育基本法にも「教育は国民に直接資任を負う」とある。 だとしたら国民はすべて教
育を教貝にお任せしてきたのだ。 最近、 とみに「躾教育は家庭で」という議論がある。
容易だからということなら責任転嫁ふ笠豆し、 そうでなく教貝の手に負えないという
のであれば無能の告白だ。 （「産経新間」1998.521＜平成10>)
この例は、「「躾教育は家庭で」という議論」を「資任転嫁」であると判断しているが、「最
近起きた議論」とあり一時期な事柄（ここでは時事問題）に対して述べていることが読み取
れる。
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4-3. マイナス評価の有無
ここまで挙げた例からも明らかな通り、「一くさい」の例はほとんどが「不快な」といっ
たマイナスの評価を伴う。 マイナス評価が薄いと思われる語は、「照れくさい」のみではな
いかと思われる。また、「照れくさい」にしても、 プラスの評価を伴っているとまでは言い
難い。
しかし一方で、「一 くさい」が話者の蓋然的な判断を示す場合には、 マイナス評価があま
り感じられない例も少数ながら存するようである。 たとえば、 以下のようなものである。
(15) ふと、 あっちからやって来る二人づれの男の感じが何となし日本人ふ主上のに気づい
た。
「あれ、 日本のひとじゃないのかしら」 （宮本百合子「道楳」1947＜昭和22>)
この例では、 初めて出会った二人づれの男に対し、 その場で「日本人のように思える」と
判断している。 この部分のみでは、「日本人くさい」に「嫌な、 不快な」といった意味はあ
まり含まれていないように感じられる。
また、 インタ ー ネットで句接続の「一くさい」について検索してみると、 以下のような例
が見られた。 なお、 用例中のIはインターネット上での改行を示す。
(16) 【緯国スイーツl今キテる上至止鯛焼き
ニーハオIll洒落とるスイ ー ツをコロコロ／産み出す国、 コリア。 Illそんな国からま
たしても素敵／スイーツがでてきました響
http:I lameblo.jplkr-fafamamulentry-12010778646.html （アメーバプログ 2015.4.5＜平
成27>)
ここでの「キテる」は「流行っている、 人気がある」といった意味ととれる。 かなりくだ
けた文体で用いられたものではあるが、話者の薩然的な判断を示す「一くさい」のなかには、
他の意味・用法の例に付随するマイナス評価が、 簿く感じられる例が見られそうである。
4-4. まとめ
ここまでに検討した内容を踏まえ、「一くさい」の意味・用法を以下の通り分類する。 なお、
各意味用法の大きさと、 生産性（異なり話数、 述べ語数の多さ）は関連しない。
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「一くさい」の最も中心的な意味・用法は、人やものの性質あるいは状態を示すものであ
ると考えられる。そのなかで、「においがすること示さない」ものや、「恒常的・短期的とい
った範囲ではなく、1回の出来事について述ぺる」もの、本来「一くさい」が持っている「マ
イナス評価」が弱いものといった特徴を持つ意味・用法が、話者の推砥を示す用法なのでは
ないかと思われる。
ただし、これらの意味・用法は辿絞的である。たとえば、「きなくさい」は「焦げたにおい」
と「疑わしい、あやしい」ことの両方を示し、人やものの一時的な状態を示すこともあれば、
話者の疑いを示すこともあるぢ
このように、「一くさい」は各意味・用法が連続しながら、少しずつ形容する範囲を広め
てきたのではないかと思われる。ただし、推批用法は他の意味・用法との連綬性に考察の余
地がある。
次節では、上接部や活用形にも滸目し、「一くさい」の意味・用法の変遷と推証的判断が
成立した時期について検討する。
2 以下の通りである。
· Iにおいがすることを示す）赤シャツに逢って用事を間いてみると、大将例の琥珀のバイプで、きな必止姻
草をふかしながら、こんな事を云った。 （夏目漱石「坊ちゃん」1906く明治39>)
・［疑わしい、あやしいことを示す）しかし耶那という児に対する庄九郎の態度は、どこかきなふ主込•
（司屈遼太郎「国盗物96」1963-1966＜昭和38-41>)
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5. 「一くさい」の推量的判断
今回採取した用例ならびに辞典類によると、 先に分類した5つの意味・用法のうち、「人や
ものの性質や状態」を示すものと、「疑い」を示すものは近世より見られる（用例](11/J.8) ( J 
内は岩崎による）。また、「感情」を示すものも大正期には見られる（用例佃） 。
(11) 【におい有l 焦［こがれ］是主を（略）奥州にて、 ひなくさひと云
（「物類称呼」五 1775＜安永4>)［江戸語大辞典】
［におい無）ヱヽどん上主止と心では、 怒りながらも
（「神盆矢口渡」四 1770＜明和7>}［江戸語大辞典］
(18) 【疑い）おらは、 協寒太郎兵衛が子分、 時疫源七といっては、 ちときな＄土上ヅ男だか
ら （「談義本・当世下手談義」1752＜宝暦2>)［日本国語大辞典】
(19) ［感情）例えば何かの出演に、見ず知らずの他人よりも、内々の人に見ていられる方が、
遥かに気づまりでもあれば、 てれ是上もあるようなもので、 どうにも底を割ることの
出来ない惑じがあった。 （里見弾「多情仏心」1922-1923く大正11-12>)
それでは、 推征用法はいつ頃から、 どのようにして成立したのだろうか。
まず、 明治後期に、 以下のような、 ある人物について「（ある人物） XはYに屈する」こと
を示す例が見られる点に対目する。Yは上接名詞に相当し、 人物の集団を指す。 以下のよう
な例である。
因 梅玉と初音がまた両派に分れて隣り同志で確執して居るなどは一寸滑稽である梅玉は
堀派多年の恩即に依り同志派臭味の人は一切泊めぬと頑張り初音は肥塚派より多年の
贔贋を受け政友是虻人物は断然飲まさぬと主張し此処に聘せられる芸妓までが政派熱
にかぶれて互に角突き合うなど毎年政治季節になると面白い喜劇が演ぜられる政派熱
の刺しい旅館料理屋の中に立って独り鮎狩旅館の林田屋は不偏不党といった態度
（「大阪毎日新聞」1915.5.7-1915.8.14＜大正4>)
(21) その二は先年の共産党狩以来全国に膨消として起った反共産党熱が原動力を為す共産
党倒すべし・・・と云う力である。 当時委貝中の江兆銘、 陳公博、 聞孟余、 甘乃光の1!!1名
は共産派是止と云うので戦権の停止を命ぜられ今日に至っているのだが、執行委貝等
は迂闊にも前記四名に対して、今次の全体会議へ出席せよとの召集状を出したもので
ある。 （「演州日日新聞」1928.8.13＜昭和3>)
いずれの例の人物も、 Y（政友、 共産派）に属する者の特徴を充分に有しており、 事実ど
うであるかは分からないが、 他者からは「XはYに属する」と判断されていると考えられる。
因では「断然飲まさぬ， 斬られる」、(21)では「戟権の停止」といった内容があることからも
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ら明らかな通り、 Yは属することが望ましくない集団として
・
示されており、 マイナスの印象を
伴う判断であると思われる。
上記の例は、 以下のような単に上接名詞の特徴を有することを示す例とは、 意味を若干異
にすると考えられる。
四 不思議や今まで文三を男呆止とも思わず太平楽を並べ大風呂敷を拡げていたお勢が、
文三の前では何時からともなく口数を問かなく成ッて、 何処ともなく落培て、 優しく
女性らしく成ッたように見えた。 （二葉亭四迷「浮雲」1887く明治20>)
四 「今日ありて又明日ありと思ふなよ侍みがたきは命なりけり」といふ歌あり少々坊主
是史不景氣の言草なれども宵際のところはそれに相違なし、
（関旭巌「間の世の中」1895く明治28>)
これらの例では、「Xは（望ましくない） Yに属するのではないか」のような判断は示され
ず、 あくまで「男としての特徴を充分に有すること」や「いかにも坊主が醸し出しそうな雰
囲気を有すること」が示されている。 ただし、四は、 歌に対してマイナスの感情を持ってい
ることが読み取れる。
匹I)のような例が見られたのち、 句に接続する「一 くさい」が見られるようになる。 初出
例は、 以下の通りである。 この例は、 池上(2013)ならぴに「日本国語大辞典 第二版」に
も取り上げられている。
拗小田原を訪ねた時、 先生は風邪を引いて寝てゐた。奥さんも丹前を箔て鼻をかみ乍ら
「どうやら妾もお相伴になった上呈上のよ。」と云つてゐた。元気なのは却つて只妹
さんだけだった。 （長与善郎「竹沢先生と云ふ人」1924く大正13>)
この例では、「私は風邪を引いたくさい」と述べられており、「一くさい」は「～の疑い、
可能性がある」ことを示していると考えられる。 一方で、「風邪を引く」ということは風邪
の特徴が認められるということであり、「今現在、 風邪の特徴が認められる」という状態も
示していると考えられる。
また、この例では、波線部に示す通り、副詞「どうやら」が用いられている。「どうやら」
「どうも」は、 8本語記述文法研究会編{2003)「現代8本語文法4 第8部モダリティ」に
おいて、証拠性判断のモダリティ 3 と共起する副詞として取り上げられている。 たとえば、「よ
うだ」「らしい」について下記の通り記述される。
3 日本語記述文法研究会編(2003)では、「ようだ」「みたいだ」「らしい」「（し）そうだ」「（する）そうだ」
の49恥が学げられている。
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［ようだ）
視覚的に観察されたことを述べる場合には．「見たところ」と共起し，推定用法では、「ど
うやら」「どうも」と共起する。
・ 見たところ， この野菜はあまり鮮度がよくないよユ土ら
• iどうやら／どうも｝． この人は何もわかっていないよユ旦o
比況の表現では ， 1まるで／あたかも1などと共起する。
• あの人の口振りは， 1まるで／あたかも1 自分だけが正しいかの上立旦0 (p.166) 
［らしい）
推定用法では ， 「どうやら」「どうも」と共起する。
. Iどうやら／どうもI. この人は何もわかっていないらしい。
伝間用法では ， その文の内容が伝聞したことであることを予告する 「何でも」「聞けばJ
「聞くところによると」や， 情報源を表す「～によると」「～によれば」「～の話では」
「～から問いたところによると」「ーが言うことには」「～に言わせると」「噂では」な
どの表現と共起する。
洞でも／聞けば／Uflくところによると1， 今年の夏は暑さが厳しい丘-1..'!!o
. I新聞によると／新聞によれば． 失業率が過去最高を記録した全ko
• 山本 Iの話では／から聞いたところによると／が酋うには／に言わせるとI. あ
の映画はつまらないらしい。 (pp.168-169) 
このことを踏まえると、「一くさい」が「どうやら」「どうも」と共起することは、「一<
さい」が推抵用法を獲得する過程において、菰要であると考えられる。
さて、少し時代が下ると、「ある人物XがYという集団に属する」ということ以外に、目の
前にあるものに対し「ある不明の物体XはYである可能性がある」ことを示す例が見られる
ょうになる。
固 二機の偵察機は、変妙な径物を追うため、 ぐっと下げかじをとり、 波間とスレスレの
低空飛行にうつった。
「へんなかっこうをしているが、 しかしと立ム潜水艦＄圭.!0. I」
と、司令のラスキン大尉が双眼猿を目におしあてたままさけんだ。
（海野十三「海底大陸」1937＜昭和 12>)
困 独逸人股夫の注意深さをよく知っている酒場の主人は、 奇異に感じた。 彼は、 札をか
き寄せてそのま、ポケットヘねじ込んでしまったのだ。その上彼は酒場から出ていく
ときに、何となくソワ／＼と落ちつきがなかった。主人は五十弗ドルの紙幣をつく／
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・＼しらべ始めた。よ立立ニセ札上至止が、はっきりそうとも断定出来ない。しかし、
兎に角主人は、給仕男を一人呼ぴつけた。ニンゲルをとらえて引き返えさせるように
いいつけた。 （坂口安吾「'‘能笹ジム"」1951＜昭和26>)
これらの例では、目の前にある不明の物体Xについて、「XはYである可能性がある」こと
が示されているのではないかと考えられる。これらの例でも、副詞「どうも」が共起してい
る。
なお、不明の物体Xのみでなく、ある人物Xについて述べる例も見られる。
⑳ 李剛（いっそう蔽羹って）まあ、いいですよ。解っている。あのスパイの張首明に、
仲問であるようなことを舌わせて、うちへ使いに寄こした君の心持ちもわかるような
い 、
気がする。が、もう今ごろは、ウラジオ中の同志のあいだに、君が密偵是止という評
判が往き渡っていることだろう。 （林不忘「安煎根」1931＜昭和6>)
この例では、「x （君）はY （密偵）の可能性がある」ことが示されている。
その後、昭和期の半ばになると、以下のよう な句接続の例が見られる。この2例は、池上
(2013)に挙げられているものである。
⑳ ただいま御指摘のありました県側の断わり方にまずいところがあるということは、県
側にさように注意もし、確かめもしておるのですが、そのままそれをアメリカ側に言
っておるわけではないのでありまして、アメリカ側はそういう理屈は言うのですけれ
ども、われわれとしては、県側に言っていること、またここでわれわれどう考えてみ
ても日本側の方で権利を放棄した上至上：というようなことはお答えはいたしており
ますけれども、アメリカ側に放棄したとは言っておるのではないのでありまして、ア
メリカ側に対してはあくまでも先方の調整努力が完了しておら ないという点を指摘
して話をしておるわけであります。
（「衆戟院ー外務委員会ー5号」発言者：福島慎太郎1955.5.11＜昭和30>)
⑳松本（七）委貝 政府当局の方では、これはよ立上アメリカの秘密を盗んで公表した
平と思い、本人はそんなことは全然知らないで、全くそれとは無関係に自分が発
明して公表したという楊合に、それを捜査するといってもがえんじないことができる
と思うが、それを強制してその資料を押収し調査するというのですか。
林（一）政府委員 アメリカの発明と関係なく発明したかどうかということは、いろ
いろの賓料で認定できると思 います。それは検察当局が第 一次にこれを調査するとい
うことになると思います。
（「衆議院ー外務委貝会ー44号」発言者：松本七郎1956.5.16く昭和31>)
匹）は、「一くさい」が「実際にあった行為や出来事(X)に対して、Yの疑い、可能性が
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ある」ことを示している。⑳の 「どうやらお柑伴になったくさい（今現在、風邪を引いてい
る）」のように発話時の状態を示しているのではなく、 過去に起きた様々のことを総合的に
判断していると考えられる。 過去の出来事の真偽に関わる判断を示すことから、これらの「一
くさい」は性質や状態を示す形容詞ではなく、助動詞的に用いられていると考えてよいので
はないかと思われる。これまでの例と同様、偽は副詞「どうも」と共起する。
また、「KOTONOHA現代誓き酋葉均衡コ ーパス ・少納言」において、以下の通り、新た
な句接院の例を見出した。
図 すっかり喰らいましたで気を取り直して売り転した上主止宇部興産を売り自分にして
は珍しく結構引っ張れてて良し後は三菱商事が5日線割れてもうこりやあ窓閉めで
しょうで放樅してたら含みまあまああったのにまさかの同値（〒＿〒）
(Yahoo!プログ/Yahoo!サ ー ビス／Yahoo!プログ 2008＜平成20>)
ここでの上接部「売り転した」は、証券用語「売り転換」の略と考えられる。「 一 くさい」
は、株が 「売り」に転換した疑い、可能性があることを示している。
このように、 句接続の「 一 くさい」は文献からは探しにくいようだが、インターネット上
ではいくらか散見される。Google (URL)において「るくさい」「たくさい」で検索をかけ、
1~3ペー ジで7例を採取した(2015年8月23日検索。なお、これらの例は【表l] ~【表3]
には含めない）。
(3U 昨日からどうやら通信制限を食らったくさいです。1ですが分からないことがあるの
で質問します。
昨日のお昼までは調子よく使えてました。その後はダメです。これで次の支払日まで
遅いのかーとか思ってたんですけど今日もお昼までは調子よく使えてました。それで
その後はダメです。／なぜでしょうか？
http:/ /detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/ql3141246453 
(Yahoo知恵袋 2015.1.28＜平成切＞）
四 みんなでスペランカ ー ZがPSVitaでも配信されるふ主� I ? Project CODE Vが始
動I 5月8日に発表1
3月頃にスクエニさんがPS4向けに配信した／「みんなでスペランカー z」Iですけれ
ども、早速違う動きが。/Project CODE V /と呼ばれるプロジェクトが指導したそう
です。
「みんなでスベランカ ー z」の公式Twitterも「バレバレですが」って言っていました
が、／5月8日に発表されるのでそれまで待ちましょう（笑）
http://retrogame-newgame.tankjp/minna-de-superannka-z/ (2015.5.2＜平成27>)
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インターネットの検索によると、これまでにも見られた夕形接続の例に加え、U6)に挙げた
「今キテる上主上スイーツ」のようなテイル形接統、位のようなル形接続の例も見られる。
特に、悶は未実現の出来事について「そうなる可能性がある」ことを示している。 未実現の
例は、 大正期や昭和期の句接続の例では見られなかったものである。 また、4-3節にも示し
た通り、推最を示す「一くさい」のなかには、 マイナス評価の悲いものがあり、 図のような
例もそれに相当すると考えられる。
ここまで述べてきたことをまとめると、 以下の通りである。
まず、 大正期に、性質や状態を示すだけでなく、「（ある人物） XはYに属する」ことを示
す例が見られるようになる。 ここで「一くさい」は、「うさんくさい」のようにただ疑わし
いことや不審であることを表すだけではなく、XをYと結びつける判断を行うようになると
思われる。
同じく大正期、「どうやら妾もお柑伴になったくさいのよ。」という句に接続する例が見ら
れるようになる。ここでの「一くさい」は自分自身の現在の状況について「確信はないがY
ではないか」といった蓋然的な判断が示されていると考えられる。
時代が下り、 昭和期の半ばになると、 目の前にある不明の物体Xについて、「XはYである
可能性がある」と判断する例が見られるようになる。
また、 同じく昭和期半ばには、過去の出来事の真偽に関わる判断を示す句接続の例が見ら
れる。これらの「一くさい」は性質や状態を示す形容詞ではなく、 助動詞的に用いられてい
ると考えてよいのではないかと思われる。
大正期から昭和期半ばまでの、 句接続の例ならびに目の前にある不明の物体Xについて、
「XはYである可能性がある」と判断する例は、しばしば副詞「どうやら」「どうも」と共起
する。
平成では、大正期・昭和期では見られなかったル形やテイル形に接続する「一くさい」の
例も見られるようになる。また、「一くさい」は基本的に話者のマイナス評価を伴った判断
が成される語だが、「照れくさい」ならぴに推ili:用法の例ではマイナス評価が薄いものも見
られ、 特に近年インターネット上ではそういった例も見られる可能性があることが明らかに
なった。
6. おわりに
以上の通り、 形容詞性接辞の「一くさい」が、「（この出火は）不審火ふ土土:」のような、
(16) - 45 -
話者の推伝的判断を示すようになる過程について、’近現代以降を中心として検討した。本稿
で述べた「一くさい」の意味用法の変遷を図で示すと、 以下の通りである。・
時代 大正期 昭和期
・ 性質や状態、感情、疑いを示す
， 人物XはYに屈するという判断 ．
平成
ものに対する判浙
名詞接続）
来事に対する推遥
（句接紐）
；•| 未実現の出来事に対する
`t ・ 推砒（句接統）
_,_ 
·網掛けで示した通り。 人物XはYに属するという判断は昭和期の半ば頃を境に見られず、
また大正期に見られる現状に対する判断（句接統）は昭和期に見られない。 これについては、
調査範囲を広げれば見られるのか、 あるいは話しことばでのみ見られる表現だったのかなど
今回の調査では明らかにできなかった。
上記まとめについては、 あくまで今回得られた用例を基に「一くさい」の意味用法の変遥
をおおよそ描いたものであり、 今後調査を院けより正確な変遷を描きたいと考える。
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